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２．当該技術の概要（1,000字以内） 

人の身体全体を覆う皮膚は、人体で最大の臓器であり、水分の喪失を防ぐ、微生物や

物理化学的な刺激から生体を守るなど、生命を維持するためになくてはならない様々な
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機能をもっている。人は外部環境からの危険に常にさらされているため、皮膚機能を高

めておくことが必要であり、その手段として日々の食生活の改善や機能性を有する食品

素材の継続的な摂取があげられる。 

 我々は、様々な食品素材の中から、「乳酸菌」「コラーゲンペプチド」「スフィンゴミエ

リン」の 3 成分に着目し研究を行った。「乳酸菌」については、6000 株以上の当社の菌

株ライブラリーから多糖体を多く産生する SC-2 乳酸菌（L. delbrueckii subsp. 

bulgaricus OLL1247株、S. thermophilus 3078株）を選抜し、SC-2乳酸菌および乳酸

菌が産生する多糖体に、紫外線照射後の DNA 損傷を抑制し、皮膚機能（紅斑、角層水

分量）の低下を抑制する効果を見出した 4)。「コラーゲンペプチド」については、魚鱗由

来のコラーゲンペプチドが、摂取後生体内にジペプチド（主に Prolyl-hydroxyproline）

として移行し 10)、そのジペプチドが皮膚線維芽細胞の細胞増殖やヒアルロン酸産生を促

進することを明らかにした 9)。さらに、コラーゲンペプチドの長期摂取により、紫外線

照射後の角層水分量の低下を抑制することを報告した 8)。「スフィンゴミエリン」につい

ては、乳由来のスフィンゴミエリンがセラミドとしてリンパ管を介して吸収されること
3)、長期摂取により、ドライスキンモデル 7)、紫外線照射モデル 6)において、表皮の結合

型セラミドの増加を介して皮膚バリア機能を高めることを明らかにした。 

これらの in vitro、in vivoの試験結果に基づき、3成分「乳酸菌」「コラーゲンペプチ

ド」「スフィンゴミエリン」を配合した新たな食品を開発した。ランダム化二重盲検によ

る臨床試験において、3 成分を含む被験食品を長期摂取することにより、対照食品摂取

とくらべ、乾燥皮膚症状を緩和すること 2)、紫外線に対して肌の抵抗性を高める（最小

紅斑量を高める）効果を初めて見出した 1, 5)。これらの知見から、本食品は機能性表示食

品として 2020 年 4 月に実用化している。なお、本食品は、機能性表示食品で初（サプ

リメント、飲料を除く）となる紫外線対策食品である。 

 本技術により、食べることによって人において皮膚機能を高めることが可能となり、

人々の健康の維持や増進に貢献できると考える。 
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